
あなたもチャレンジ！ 家庭菜園

子牛・育成牛の飼養管理について 太田　拓真
上島営農指導センター
090-6770-6661

畜　産畜
産
　現在熊本県の家畜市場では、体高・増体ともに大きな牛で
なければ高値がつきにくくなっています。普段の飼養管理を見
直し、大きな牛を作りましょう。
　下記の表は、黒毛和種の標準的な体高と体重の目安です。

月齢 日齢 期末目安体高（㎝）期末目安体重（㎏）
去勢 雌 去勢 雌

0 生時 78 75 35 28
1 1～ 30 83 80 50 46
2 31～ 60 87 87 70 67
4 91～ 120 96 95 119 111
6 151～ 180 104 101 176 163
8 211～ 240 111 107 240 217
10 271～ 300 117 113 307 271

日本飼養標準２０００より抜粋

　現在の市場平均では、この表より１０～２０㎏ほど多く、高値
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の牛はそれよりさらに２０㎏以上増体しています。
　子牛・育成期には体の前（頸、肩）から後ろ（背と尻）
へ、そして中（内臓、骨格）から外（筋肉、脂肪）へと
作り上げることが重要です。
　人と同じで、牛も体作りにはタンパク質が必要ですが、牛
は人のように肉などからではなく、粗飼料を胃の中で消化す
る際に働く微生物からタンパク質を摂取します。濃厚飼料か
らも摂取できますが、大きな胃と骨格を作るには粗飼料の剛
性で胃の絨毛を刺激、発達させなければなりません。
　そのため、濃厚飼料のやりすぎに注意し、良質な粗飼料
を多く給与する事が、大きな牛を作るためには重要となりま
す。
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情報をお届けし ます。



果
樹 ３月、４月の柑橘園管理 原口　悠貴

下島営農指導センター
080-2725-7775

果　樹

１．病害虫防除
対象病害虫 農薬名 品　　種 希釈倍数 備　　考

ミカンハダニ ハーベストオイル 温　州 １００倍 発 芽 前
※樹勢が弱い樹には散布し

ない
中晩柑 ８０倍

かいよう病 IC ボルドー６６D 温　州
中晩柑 ６０倍

そうか病 デランフロアブル 温州 1,000 倍 ４月上旬
（発芽３ｍｍ頃）

かいよう病 コサイド３０００
加用　クレフノン 中晩柑 2,000 倍

200 倍
開花前

（かいよう病の発生が心配される園）
※発芽前のかいよう病防除では、ハーベストオイル散布後、２週間程度空けて散布すること。また、ムッシュボルドー（ＤＦ）５００倍も使用可。
※近年カイガラムシの発生がある園では、ハーベストオイル未散布の場合アプロード（水）１,０００倍。混用アビオンＥ１,０００倍を散布する。
※温州：そうか病対策では、フロンサイド（ＳＣ）２，０００倍も使用可。
※温州：そうか病多発園では、再度デラン（Ｆ）１，０００倍を使用。

２．施　　肥
栽培タイプ 肥料名 品種名 施肥時期 １０ａ当たり
全タイプ 硫マグエース 全品種 ４月上旬 ２袋

省力タイプ 新アグリロング２８号 河内晩柑・清見・甘夏・パール柑・デコポン ３月上旬 ５袋

通常タイプ
果樹専用スペシャル

又は
果樹専用「極」

デコポン
４月上旬

５袋
河内晩柑・清見・甘夏・パール柑 ４袋

ポンカン ８袋
極早生 ４月中旬 ６袋

早生・中熟・普通 ８袋

３．葉面散布　まずは樹勢を回復し、その後花芽分化促進を行いましょう。
目的 薬　剤　名 希釈倍数 備　　考

樹勢回復 尿素　又はニューアミノジューシーＮ１４又は　神協スピリッツ ５００倍 いずれかを使用ください
花芽分化促進 ファーメント又はニュージューシーエース ５００倍 いずれかを使用ください

緑化促進 葉面マグ 200 倍

水　稲水
稲 令和７年産早期水稲の準備について 田代　好幸

農畜産課
0969-22-1105

　令和７年産の早期水稲の準備時期となりました。６年産は、
気象状況の変化・高温障害等による収量減及び品質低下と
なったことから、堆肥や土壌改良資材（規格数量）を投入し、地
力の改善を図りましょう。また、中間施肥を行うことで高温障害の
軽減となりますので、実施して下さい。
〇健苗の育成
　早期水稲の育苗日数は２５日程度ですので、田植え日から逆
算して播種日を決定しましょう。２葉苗～２．５葉苗の場合の播種
量は乾籾で１５０ｇ（催芽籾では１８０ｇ）が基準となります。播種
に最も適しているのは、ハト胸状態の時です。そのためには十
分に浸種を行って、水の入れ替えと１日１回は攪拌して水温が
均一になるようにしましょう。
○田植え
　早い地区では、３月下旬より田植えが始まります。苗は田植え
の５日前位から育苗ハウスのサイドビニールを下げて、外気に充
分ならしましょう。（遅霜の場合は、注意して下さい。）
①田植えの適期は４月５日から１５日頃です。
②植え付け本数は、坪当たり５５～６０株程度、１株の苗数は３～

５本が標準となります。苗数が多くなると過繁茂の原因となり、
倒伏や病害虫が発生しやすくなりますので注意しましょう。

③植え付けの深さは活着や分けつ等に大きく影響するので、２
～３㎝が目安です。

○水管理
　暖かい日中は浅水にしますが、活着するまでは朝晩冷え込む

ことがありますので、気象情報に注意しながら、新しい根が出るま
では深水にしましょう。活着後は、浅水管理で水温・地温の上昇
を図り、分けつの促進に努めて下さい。
○病害虫・雑草等対策

・初期では、イネミズゾウムシや葉いもち病が防除の中心となりま
す。田植え前に必ず箱施薬（ブ－ン・パディ－ト箱処理剤）を散
布し、むらがないように施用しましょう。

　 １箱当たりの散布量は５０ｇとなります。※除草剤と間違って
散布しないよう注意下さい。

・除草剤は、プライオリティ剤を散布して下さい。田植え後５日から
１５日に散布し、その後は水を張った状態を５日程度保って下さ
い。水の掛け流しや、土の表面が見えるようなほ場は、除草の
効果が落ちますので注意して下さい。

　  尚、藻類対策として（モゲトン粒剤）又は、中後期雑草対策
の除草剤第２回目（アトトリ粒剤）は、どちらか一方の除草剤
を選択して使用してください。
○農業用廃プラスチックの処理対応について
　農業用ビニール・牧草ラップフイルム・肥料袋など、産業廃棄物
の野焼き・不法投棄・資材の飛散などが発生しています。野焼き
や不法投棄などは法律で禁止されていますので、適切な処理・
管理を徹底して下さい。
　なお、行政・ＪＡ等で収集日を決めてありますので、産業廃棄物
を処分される場合は、関係機関へ確認して下さい。
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